
〔設置箇所の選定基準〕
ア）通常の水位計も含め、各河川に１箇所以上設置
イ）通常の水位計も含め、約10ｋｍに１箇所設置
ウ）市街地・集落等を形成している箇所
エ）ダム上流等、住家がない河川は対象外

〔設置計画〕
水位観測体制の強化を図るため、危機管理型水位計

の整備を全県的に展開

〇設置予定数 約300箇所（約250河川）

県管理の水位観測局の整備状況（H31.1月時点）

危機管理型水位計

通常の水位計

〔特徴〕
〇 長期メンテナンスフリー（無給電で５年以上稼働）

〇 省スペース（小型化）（橋梁等へ容易に設置が可能）

〇 初期コストの低減
（洪水時のみの水位観測により、機器の小型化や電池及び通信機器等の
技術開発によるコスト低減）

（機器設置費用は、100万円/台以下）

〇 維持管理コストの低減
（洪水時のみに特化した水位観測によりデータ量を低減し、IoT技術と
あわせ通信コスト縮減）

〔現在の取組状況〕（H31.1月時点）
小本川（乙茂地区）、安家川（下安家地区）の

２箇所において、H30.9月から運用を開始
その他の箇所についても、機器調整が完了後、

順次運用開始予定
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国交省HP 「川の水位情報 危機管理型水位計」
（スマートフォン、パソコンで閲覧可能）

例）小本川

拡大

選択

水位観測データの閲覧

水位観測の仕様 システムの概要

小本川乙茂地区

氾濫開始水位を0.00m
として、水位はマイナス表示

観測開始水位 －2.28m
※水防団待機水位相当で設定

※死活監視中

危機管理型水位計設置状況
（H30.8月 岩泉町小本川ふれあい橋）

（出典）
国土交通省HP

（出典）国土交通省HP
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出典：国土交通省HP

【簡易型河川監視カメラ】

【河川監視カメラの整備】
・H29末時点で水位周知河川に指定済みの河
川（34箇所）については、河川監視カメラを
整備済み
・国で開発を進めている簡易型河川監視カメ
ラについて、H30以降に水位周知河川に指定
した（予定を含む）河川や県が管理する水位
観測所等への設置を検討

※現場実証の状況



【簡易型河川監視カメラ】 平成30年12月14日公表

出典：内閣府HP


